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こ
う
し
た
観
念
を
修
正
す
る
こ
と
な
く
実
施
さ
れ

た
国
家
の
規
制
は
、
意
図
せ
ず
し
て
「
地
下
経
済

σ
団
。
評
白
鋤
蒔
曾
」
の
成
立
を
導
く
こ
と
に
な
っ
た
。

つ
ま
り
、
当
時
の
裁
判
記
録
で
確
認
さ
れ
た
、
店

頭
で
の
酒
類
販
売
自
体
は
あ
く
ま
で
キ
リ
ス
ト
教

徒
が
務
め
る
「
隠
れ
ユ
ダ
ヤ
人
居
酒
屋
」
の
横
行

で
あ
る
。
地
主
の
み
な
ら
ず
、
密
売
人
（
こ
れ
も

し
ば
し
ば
ユ
ダ
ヤ
入
）
が
運
ん
だ
手
工
業
品
や
タ

バ
コ
、
砂
糖
な
ど
を
買
う
農
奴
か
ら
も
、
隠
れ
ユ

ダ
ヤ
人
居
酒
屋
は
大
変
重
宝
さ
れ
た
商
業
施
設
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
ユ
ダ
ヤ
人
居
酒
屋
は
、
分
割
後
も

封
建
的
地
域
共
同
体
の
な
か
で
存
続
し
て
い
た
。

こ
こ
か
ら
考
え
ら
れ
る
の
は
、
農
奴
解
放
に
よ
る

封
建
的
諸
関
係
の
解
消
が
も
っ
た
で
あ
ろ
う
衝
撃

で
あ
る
。
実
際
、
先
行
研
究
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国

に
お
い
て
農
奴
解
放
が
な
さ
れ
た
一
八
六
四
年
を

境
に
、
ユ
ダ
ヤ
人
居
酒
屋
が
激
減
し
た
と
し
て
き

た
。　

だ
が
筆
者
は
、
団
同
く
○
ユ
ダ
ヤ
学
研
究
所
に
あ

る
グ
ー
ト
マ
ッ
ヒ
ャ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
基
に
、

右
記
の
従
来
説
に
反
論
す
る
。
同
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
ラ
ビ
だ
っ
た
エ
リ
ヤ
・
グ
ー

ト
マ
ッ
ヒ
ャ
ー
に
、
一
八
七
〇
年
代
初
頭
ま
で
届

け
ら
れ
た
生
活
相
談
書
で
構
成
さ
れ
る
。
そ
の
統

計
的
分
析
か
ら
は
、
ポ
1
ラ
ン
ド
王
国
の
ユ
ダ
ヤ

人
が
酒
類
販
売
に
携
わ
る
割
合
は
農
奴
解
放
前
と

比
べ
て
低
く
は
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。　

本
書
の
二
つ
目
の
特
徴
は
、
こ
れ
ら
の
生
活
相

談
書
が
丁
寧
に
読
み
解
か
れ
る
な
か
で
、
読
者
が

ユ
ダ
ヤ
入
民
衆
の
語
り
に
触
れ
ら
れ
る
と
こ
ろ
に

あ
る
。
酒
と
賭
博
に
耽
る
夫
と
の
離
婚
を
望
む
人

妻
や
、
商
売
上
の
悩
み
を
抱
え
る
居
酒
屋
店
主
な

ど
、
ど
れ
も
つ
い
立
ち
止
ま
っ
て
読
み
込
ん
で
し

ま
う
魅
力
を
も
つ
。
だ
が
と
り
わ
け
、
自
ら
密
輸

に
手
を
染
め
て
い
る
こ
と
を
告
白
し
、
他
に
良
い

仕
事
が
あ
れ
ば
足
を
洗
い
た
い
と
述
べ
る
現
役
密

売
人
（
一
）
の
声
は
示
唆
に
富
ん
で
い
た
。
彼
に

と
っ
て
酒
類
販
売
に
関
わ
る
こ
と
は
、
危
険
が
伴

う
も
の
で
あ
っ
て
も
有
力
な
稼
ぐ
手
段
で
あ
っ
た

の
だ
。

　
本
書
の
結
論
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
「
ヤ
ン
キ

ェ
ル
の
居
酒
屋
」
の
世
界
は
、
工
業
化
の
も
と
で

さ
ら
に
社
会
変
容
が
進
展
し
た
一
九
世
紀
末
ま
で

続
い
た
と
さ
れ
る
。
居
酒
屡
と
い
う
場
所
か
ら
、

近
代
的
資
本
主
義
の
論
理
が
い
か
に
伝
統
的
な
経

済
社
会
に
接
合
さ
れ
た
の
か
を
考
え
て
も
面
白
そ

う
だ
。
と
、
こ
の
よ
う
に
本
書
は
、
居
酒
屋
論
を

逓
じ
て
私
た
ち
の
歴
史
的
想
像
力
を
か
き
た
て
て

く
れ
る
。
民
衆
歌
や
図
像
の
利
用
も
多
く
、
文
学

や
人
類
学
に
関
心
の
あ
る
読
者
も
満
足
の
一
冊
だ

と
確
信
す
る
。

　
　
（
卜
⊃
ω
㊤
×
一
Φ
ω
5
ヨ
”
b
P
銑
＋
N
心
9
U
Φ
8
日
ぴ
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卜
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O
一
。
。
、
O
昏
箆
¢
響
く
Φ
透
昌
勺
居
Φ
ω
ρ
曽
鼻
．
O
O
）

（
福
元
健
之
　
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
貝
）

受
　
贈
　
三

三
〇
一
五
年
七
月
二
日
～

二
〇
一
五
年
九
月
三
〇
日
）

三
二
文
化
研
究
所
年
報
（
三
康
文
化
研
究
所
）
四

　
六

立
命
館
法
皇
（
立
命
館
大
学
法
学
会
）
三
五
九

匹
↓
o
り
d
ζ
国
H
囚
＞
2
い
〉
芝
卿
牽
く
田
芝
（
↓
冨

　
墨
糸
ω
¢
日
Φ
節
自
。
誉
　
　
d
辛
く
①
N
ω
賢
く
　
　
い
鋤
≦

　
〉
ω
ω
o
o
寅
甑
o
p
）
三
二

韓
國
史
研
究
彙
報
（
韓
国
国
史
編
纂
委
員
会
）
一

　
六
八
・
～
六
九

大
美
和
（
大
神
神
社
社
務
所
）
一
二
九

経
済
科
学
（
名
古
屋
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究

　
科
）
　
⊥
ハ
一
二
一
一

東
北
文
化
資
料
叢
書
（
東
北
大
学
大
学
院
文
学
研

　
究
科
東
北
文
化
研
究
室
）
八
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東
北
文
化
研
究
室
紀
要
（
東
北
大
学
文
学
研
究
科

　
東
北
文
化
研
究
室
）
五
六

奈
良
文
化
財
研
究
所
紀
要
（
奈
良
文
化
財
研
究

　
所
）
二
〇
一
五

法
學
志
林
（
法
政
大
学
法
毒
素
林
協
会
）
＝
ニ

　
一
二

法
學
志
林
（
法
政
大
学
法
再
三
林
協
会
）
＝
ニ

　
一
三

法
學
志
林
（
法
政
大
学
法
楽
志
林
協
会
）
一
一
ニ

　
一
四

國
八
尋
（
国
史
学
会
）
二
～
六

国
家
學
會
雑
誌
（
国
家
学
会
事
務
所
）
　
～
二
八
－

　
五
・
六

岩
手
史
学
研
究
（
岩
手
史
学
会
）
九
六

人
文
學
報
（
京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所
）
O
＜
H

史
學
雑
誌
（
史
學
會
（
東
京
大
学
文
学
部
内
）
）

　
一
二
四
－
六

史
學
（
三
田
史
学
会
）
八
五
－
一
・
一
㌘
三

経
済
論
集
（
ソ
ウ
ル
大
学
校
経
済
研
究
所
）
五
四

　
－
一

政
大
史
粋
（
政
国
史
梓
編
纂
小
組
）
第
二
八
期

門
口
本
史
研
究
（
日
本
史
研
究
ム
瓜
）
⊥
ハ
一
二
五

日
本
歴
史
（
日
本
歴
史
学
会
）
八
〇
七

信
濃
（
信
濃
史
学
会
）
六
七
一
七

ア
ジ
ア
研
究
所
所
報
（
亜
細
亜
大
学
ア
ジ
ア
研
究

　
所
）
一
五
九

東
方
學
會
報
（
東
方
学
会
）
　
｝
○
八

神
戸
大
学
史
学
年
報
（
神
戸
大
学
史
学
研
究
会
）

　
三
〇

史
　
と
美
術
（
史
　
美
術
同
孜
会
）
八
五
六

國
立
墓
濁
大
圏
　
考
古
人
類
學
刊
（
國
立
脇
叢
氷

　
學
大
学
院
人
類
學
系
）
八
二

経
済
論
究
（
九
州
大
学
大
学
院
経
済
学
会
）
一
五

　
二

大
谷
大
學
史
學
論
究
（
大
谷
大
學
文
學
部
史
學

　
科
）
二
〇

東
方
學
（
東
方
學
會
）
～
三
〇

史
泉
（
関
西
大
学
史
学
・
地
理
学
会
）
＝
｝
二

中
山
大
学
学
報
　
社
会
科
学
版
（
中
山
大
学
学
報

　
編
集
部
）
五
五
一
一

中
山
大
学
学
報
　
社
会
科
学
版
（
申
山
大
学
学
報

　
編
集
部
）
五
五
－
二

中
山
大
学
学
報
　
社
会
科
学
版
（
中
山
大
学
学
報

　
編
集
部
）
五
五
一
三

一
橋
研
究
（
一
橋
大
学
大
学
院
一
橋
研
究
編
集
委

　
員
会
）
四
〇
1
一
（
通
巻
～
八
こ

法
学
家
（
中
型
人
民
大
入
）
二
〇
一
五
－
三

日
本
学
刊
旨
〉
勺
〉
署
国
Q
り
国
ω
6
¢
O
一
国
ω
（
中
国
社

　
会
科
学
院
日
本
研
究
所
中
華
日
本
学
会
）
二
〇

　
一
五
一
三

日
本
学
刊
一
》
℃
》
瓢
国
ω
図
O
Q
6
¢
O
渇
ω
（
中
国
社

　
会
科
学
院
日
本
研
究
所
中
華
日
本
学
会
）
二
〇

　
一
五
増
刊

経
済
研
究
（
一
橋
大
学
経
済
研
究
所
）
六
六
一
三

文
化
（
東
北
大
学
文
学
会
）
七
八
一
三
・
四

海
南
史
學
（
高
知
海
南
史
学
会
）
五
三

史
學
雑
誌
（
史
學
會
（
東
京
大
学
文
学
部
内
）
）

　
＝
一
四
一
七

信
濃
（
信
濃
史
学
会
）
六
七
－
八

日
本
民
俗
学
（
日
本
民
俗
学
会
）
二
八
二

湘
南
史
学
（
東
海
大
学
大
学
院
日
本
史
学
友
会
）

　
二
四

日
本
史
研
究
（
日
本
史
研
究
会
）
六
三
六

紀
尾
井
論
叢
（
上
智
大
学
ω
巷
毘
魯
け
賦
会
）
三

立
命
館
法
學
（
立
命
館
大
学
法
学
会
）
三
六
〇

日
本
歴
史
（
日
本
歴
史
学
会
）
八
○
八

立
命
館
産
業
社
会
論
集
（
立
命
館
産
業
社
会
学

　
会
）
五
一
－
一

↓
Φ
ヨ
8
蔓
き
α
ω
紹
ω
曽
豆
胡
誓
望
子
（
暑
暑
叫

　
明
朴
刈
を
）
九

〉
笥
↓
匡
菊
○
℃
○
い
○
O
H
O
＞
い
ω
O
H
閣
Z
O
閣
（
↓
げ
Φ

　
○
曲
。
逗
｝
o
霞
p
巴
o
h
6
寓
国
》
三
↓
口
円
○
勺
9

　
い
○
臼
O
》
じ
ω
○
Ω
国
↓
《
○
臨
書
℃
℃
○
乞
）
　
～

　
二
…
ニ
ー
二

社
会
経
済
史
学
（
社
会
経
済
史
学
会
）
八
一
一
二
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中
央
研
究
院
　
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
（
申
央
研

　
寸
土
歴
史
語
言
研
究
所
）
八
六
一
二

史
　
と
美
術
（
史
　
美
術
同
孜
会
）
八
五
七

奈
良
文
化
財
研
究
所
概
要
（
奈
良
文
化
財
研
究

　
所
）
二
〇
一
五

美
術
研
究
（
東
京
文
化
財
研
究
所
）
四
一
六

成
大
歴
史
學
報
（
至
重
成
功
大
仁
歴
史
學
系
）
四

　
八

信
濃
（
信
濃
史
学
会
）
六
七
－
九

三
康
文
化
研
究
所
所
報
（
三
康
文
化
研
究
所
）
五

　
〇

国
家
學
會
雑
誌
（
国
家
学
会
事
務
所
）
　
一
二
八
一

　
七
・
八

岐
箪
経
済
大
学
論
集
（
岐
阜
経
済
大
学
学
会
）
四

　
九
－
一

史
學
雑
誌
（
史
學
會
（
東
京
大
学
文
学
部
内
）
）

　
｝
二
四
－
八

韓
国
民
族
文
化
（
釜
山
大
詰
校
韓
国
民
族
文
化
研

　
究
所
）
五
六

愛
知
大
學
文
學
論
叢
（
愛
知
大
学
文
学
会
）
一
五

　
二

考
古
学
報
（
中
国
社
会
科
学
考
古
学
研
究
所
）
二

　
〇
一
五
一
三

日
本
史
研
究
（
日
本
史
研
究
会
）
六
三
七

一
〇
霞
p
巴
o
h
乞
。
尻
昏
＄
ω
け
諺
ω
一
碧
霞
。
。
8
蔓

　
（
尺
長
窪
窪
珍
》
ω
冨
5
目
ω
叶
。
「
《
閃
。
暮
畠
9
降
）

　
～
ニ
ー
一

↓
冨
甘
¢
讐
巴
o
h
↓
興
昏
。
「
一
眠
磐
α
ζ
p
葺
9
①

　
o
。
ε
蝕
Φ
ω
（
乞
。
ほ
冨
器
け
〉
ω
冨
p
臣
ω
8
q

　
閃
。
琶
匿
口
o
p
）
二
i
二

人
文
學
報
（
京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所
）

　
○
＜
昌

人
文
地
理
（
人
文
地
理
学
会
）
六
七
－
三

東
洋
史
研
究
（
東
洋
史
研
究
会
）
七
四
－
二

日
本
歴
史
（
日
本
歴
史
学
会
）
八
〇
九

史
　
と
美
術
（
史
　
美
術
同
孜
会
）
八
五
八

　
　
編
集
後
記

　
本
号
掲
載
論
説
は
、
形
式
的
に
は
日
本
史
と
現

代
史
に
分
類
さ
れ
、
～
見
ヴ
ァ
ラ
エ
テ
ィ
に
乏
し

い
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
通
読

し
て
み
る
な
ら
ば
、
歴
史
学
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
多

様
さ
に
改
め
て
気
付
か
さ
れ
よ
う
。
同
じ
神
社
を

扱
い
な
が
ら
、
か
た
や
遺
携
が
考
古
学
的
に
、
か

た
や
人
々
の
歴
史
認
識
が
分
析
さ
れ
て
い
る
。
も

ち
ろ
ん
、
新
た
な
動
向
に
応
じ
て
、
各
国
の
文
書

館
に
眠
っ
て
い
た
史
料
を
読
み
解
く
王
道
の
ア
プ

ロ
ー
チ
も
健
在
で
あ
る
。
他
分
野
の
読
者
に
も
十

分
読
み
応
え
の
あ
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

ぜ
ひ
味
読
さ
れ
た
い
。
　
　
　
　
（
岸
本
廣
大
）

　
　
お
詫
び
と
訂
正

訂
正
が
ご
ざ
い
ま
す
。
前
号
第
九
八
巻
第
四
号

の
表
紙
に
て
、
三
本
目
の
論
説
、
根
無
新
太
郎

氏
「
一
八
六
〇
年
代
に
お
け
る
神
機
営
に
つ
い

て
」
の
副
題
を
、
「
1
清
末
の
北
京
朝
廷
と
地

方
督
撫
に
関
す
る
一
考
察
1
」
と
す
べ
き
と
こ

ろ
が
、
「
一
第
二
次
大
隈
内
閣
期
を
中
心
と
し

て
一
」
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
著
者
な
ら
び

に
読
者
の
方
々
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し

ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

命
史
学
研
究
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ア
ド
レ
ス

　
江
6
　
＼
＼
芝
≦
≦
ω
三
帥
q
接
爵
①
降
ξ
爵
繊
壱
〉
巳
。
〆
葺
巨

＝
。
。
一
羅
瓶
三
三
翻
定
鍾
、
二
〇
〇
円

　
史
林
第
九
八
巻
第
五
号
（
通
巻
第
五
≡
号
）

　
　
　
京
都
市
左
京
区
古
田
本
町
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
内

　
　
　
　
　
、
電
　
話

　
　
　
　
　
　
　
　
（
〇
七
五
）
七
五
三
－
二
七
八
七

　
　
　
　
　
F
A
X

発
行
人

印
刷
所

霜聯
印＿　○学
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刷響永δ
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